
 

第五区を激走する黒川君（後方） 

 

柏市立柏第五中学校       

柏市髙田 919-1 

TEL  7143－2645 

FAX 7146－3295 

HPhttp://www.dai5-j＠kashiwa.ed.jp/ 

 

（第５８６号） 

 

１１月の行事予定 

１（金）～13（水）３年三者面談 

７（木）柏葉祭 

８（金）３年第４回実力テスト 

８（金）～15（金）1,2 年教育相談 

15（金）３年期末テスト 

18（月）テスト前諸活動停止 

21（木）1,2 年期末テスト（理・国・英） 

    ３年金１～３（給食なし） 

22（金）1,2 年期末テスト（社・数） 

    ３年金４～５ 

    ３校時；全校英語検定テスト 

25（月）職員会議 
27（水）28（木）２年生職場体験学習 
27（水）３年進路事務のため午前日課 

令和元年１０月２３日発行 
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コラム 
生徒だけではなく、先生たち
も勉強しています。10 月 16
日、18 日、23 日は外部の指導
者を招聘し、校内授業研修会
を行いました。代表者による
授業後に反省会を行い、お呼
びした教育委員会等からの助
言者から指導を受けるという
ものです。私たち教師も学び
続ける教師であるとともに、
生徒の「わかった」「なるほど」
「できた」という声を聞ける
ようがんばります。 

生徒たちの活躍 

【特設水泳部】 

 千葉県新人大会 女子 100m ﾊﾞﾀﾌﾗｲ ４位 女子 50m ﾊﾞﾀﾌﾗｲ ３位 山口心優 

【駅伝部】柏市中学校駅伝大会 男子 ３位（県大会へ） 

               女子 ７位 

     第 73回東葛飾駅伝大会 29 位 

【テニス部】柏市新人大会 個人 優勝 田谷ゆめ・大山夏波 組 

             団体 ３位 

【男子バスケット部】柏市新人大会 優勝（県大会へ） 

【女子バスケット部】柏市新人大会 優勝（県大会へ） 

【国語科】柏市読書感想文コンクール 入選 小倉萌夏（県コンクール出品へ） 

                  佳作 紺野一紗 

     中学生作文コンクール 都道府県別賞２等 片岡太志 

【理科】柏市小中学校科学展 最優秀賞 末松愛唯・野村昊希・横尾彩人 

              優良賞  川瀬雄太郎 

              入選   小関理仁・小倉萌夏・倉田桃花 

                   斎藤咲・清水悠太・竹内小粋 

                   古川千果乃・武田花梨・大石速斗 

                   田中彩音・野﨑諒太 

体育祭が終わり、9 月の終わりには生徒会役員選挙が行われ、リーダーシップが 3 年生から 2 年
生にバトンタッチされようとしています。学習関係では、10月 3日、4日な中間テストが実施され、
その後息つく間もなく 3 年生は２回目の実力テストを受けました。進路に向けての校長面接も９月
の末から始まり、すでに二クラス目に入っています。面談した生徒の中には土曜日、日曜日は１２
時間勉強しているという生徒もいました。実際試験があるのは、3，4か月先の事ですから、まだ志
望校が定まっていない生徒もおり志願動機を明確に伝えられない生徒も少なからずいます。一方、
「将来の夢はありますか。」という質問に対してははっきりとした目標を持ち、その理由もしっかり
いえる生徒もいます。多くの生徒に「あなたが中学校時代に一番頑張ったことは何ですか」と聞く
のですが「部活動です。」「体育祭です。」と一言で終わったしまう生徒が時々います。これは、本当
にもったいないことです。長々と話すことも良くありませんが、自分がその部活動や学校行事で何
を頑張ったのか、面接官が興味をもって聞くようエピソード等も織り交ぜて話をできると良いでし
ょう。 
ある日、昼休みに昇降口や職員室前の廊下の清掃をやってくれている生徒が何人かいたので「ど

うして昼休みに掃除しているの？」と尋ねました。すると、「駅伝部なので掃除の時間に駅伝部の練
習をさせてもらっているので今やっているのです。」という答えが返ってきました。駅伝の練習でた
だでさえ疲れているのに、自主的に清掃まで取り組んでいる生徒に頭が下がりました。先日も、朝
学校に来た際に、校門近くの落ち葉を掃いている生徒に出会いました。「偉いね。ありがとうね！」
と声をかけ、「委員会の活動か何かでやっているの？」と聞いたら、「いえ、特にそういうわけでは
ありません。」と返ってきました。この生徒も自主的にやっているのです。五中にはそういう生徒が
たくさんいます。時には注意される生徒の中にもそういった部分も多くの中学生は持っているとい
うことを私たち教師は感じられなければなりません。 
10 月 18 日には東葛飾駅伝壮行会が本校の体育館で行われました。それぞれの生徒が決意表明を

行い、駅伝部部長の黒川君が力強い言葉で会を締めくくりました。新生徒会が企画運営した最初の
イベントでしたが、応援団そして全校生徒による応援歌「心ひとつに」が体育館に響き渡り、選手
たちのモチベーションも最高潮に達しました。 
駅伝大会当日は、小雨の中スタートしました。五中はじりじりと順位を上げ、最終的には 29位で

ゴールしました。予想以上の走りをできた選手、今一つ本来の力が発揮できず悔しい思いをした選
手もいるようでした。しかしながら、控えの選手も含め全員が協力し、この３２．２kmを走り切る
ために何百キロも走った事実は消えることはありません。走り終え、帰ってきた選手にオリンピッ
クメダリスト、有森裕子さんの話をしました。彼女がマラソン選手としてはじめ全く期待されてい
なかったにもかかわらず、2 大会連続オリンピックの表彰台に上がった話です。11 月 2 日には市内
大会で 3位にはいったため柏の葉公園で県大会に出場します。 
 

 
 
    
 
                        
 
    
 

 
 
 
     
                       


